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紹介と批評

＞
一
守
Φ
伍
Q
吋
O
器
R

　
§
箋
器
国
蔑
転
蔑
ミ
§
跨

富
旨
。
ミ
惹
ミ
騒
騨
』
嘆
§
s
這
赴
＼
竈
○
。
心

　
　
固
陣
ヨ
ヨ
帥
ユ
o
戸
℃
弩
寅
一
〇
〇
〇
鰹
ω
竃
づ
や

　
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
グ
ロ
セ
ー
ル
　
著

　
　
『
対
外
問
題

　
　
　
　
l
i
フ
ラ
ソ
ス
の
政
策
、
一
九
四
四
年
ー
一
九
八
四
年
』

　
　
　
　
一

　
著
者
の
ア
ル
フ
レ
ヅ
ド
・
グ
・
セ
ー
ル
氏
は
、
現
在
パ
リ
国
立
政
治
学

院
の
教
授
で
あ
り
、
『
ル
・
モ
ン
ド
』
、
』
ク
ス
パ
ン
シ
ォ
ン
』
、
『
ウ
ェ

ス
ト
・
フ
ラ
ン
ス
』
の
論
説
委
員
も
務
め
て
い
る
．
過
去
に
、
ジ
ョ
ン
・

ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
も
教
鞭
を
取
っ
た
経
験
が

あ
る
．
専
門
ば
ド
イ
ッ
問
題
と
フ
ラ
ン
ス
外
交
で
、
著
書
は
、
卜
、
乏
N
§
♀

噂
謹
警
ぎ
』
馨
軸
§
妄
問
亀
”
昼
一
〇
↓
9
b
騨
N
零
§
。
。
。
。
ミ
融
3
§
帖
。
。
ミ
魯

明
亀
鷺
阜
一
S
9
　
卜
麟
、
。
ミ
帖
Q
§
§
欺
試
ミ
這
辱
言
く
。
肉
§
き
§
ミ
9

の
①
巨
・
一
8
ヨ
簿
恥
O
ミ
ミ
鳴
ミ
建
幹
簿
。
・
遽
畦
R
．
的
ミ
。
隠
寂
蕊

臼
＆
。
。
－
q
蕊
。
。
黛
竜
豊
。
。
ミ
Q
寒
ミ
魯
句
畠
鶏
負
お
お
な
ど
多
数
あ
る
。

　
本
書
の
目
的
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
米
ソ
ニ
超
大
国
の
出
現
に
よ

り
中
級
国
家
の
地
位
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
が
、

そ
の
事
実
は
認
識
し
つ
つ
も
、
世
界
の
中
で
の
影
響
力
を
再
び
手
に
し
た

い
と
い
う
願
望
の
下
に
、
如
何
な
る
対
外
政
策
を
展
開
し
て
き
た
か
を
叙

述
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
故
、
本
書
は
、
四
五
年
の
左
傾
化
、
五
月
革
“

命
、
八
O
年
代
の
反
核
運
動
と
い
っ
た
国
内
問
題
、
及
び
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ

ョ
ナ
ル
な
動
き
は
取
り
上
げ
な
い
が
、
対
外
政
策
を
規
定
す
る
よ
う
な
国

内
要
因
に
は
適
宜
言
及
す
る
と
著
者
は
断
っ
て
い
る
．
本
書
の
構
成
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

序第
一
部

　
第
一
章

　
第
二
章

　
第
三
章

　
第
四
章

　
第
五
章

第
二
部

　
第
六
章

　
第
七
章

　
第
八
章

　
第
九
章

無
力
だ
が
創
造
者
た
る
第
四
共
和
制

　
解
放
の
翌
日

　
一
九
四
七
年
1
長
期
的
転
換
点

　
同
盟
、
欧
州
、
そ
し
て
海
外
領
土
の
ド
ラ
マ

　
一
九
五
四
年
i
マ
ン
デ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
年

　
欧
州
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
そ
し
て
一
共
和
国
の
終
焉

大
統
領
に
よ
る
政
策

　
ド
・
ゴ
ー
ル
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
と
ア
フ
リ
カ

　
野
心
と
失
敗

　
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ン
ピ
ド
ー
ー
危
機
へ
の
転
換
点

　
ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
ー
皆
の
友
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人
？

　
第
一
〇
章
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
ー
変
化
な
き
交
替
？

結
論
　
世
界
の
中
で
の
我
々
の
地
位

　
こ
の
目
次
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
四
共
和
制
の
時
代
に
つ
い
て

は
、
著
者
自
身
が
重
要
な
転
換
点
で
あ
る
と
考
え
る
出
来
事
に
よ
っ
て
時

期
区
分
が
な
さ
れ
て
い
る
一
方
．
対
外
政
策
が
大
統
領
の
独
占
的
権
限
行

使
分
野
と
な
っ
た
第
五
共
和
制
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
大
統
領
ご
と
に
時

期
区
分
が
行
わ
れ
て
い
る
．
し
か
し
、
あ
る
意
味
で
は
そ
う
し
た
時
期
区

分
が
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
対
外
政
策
に
は
戦
後

一
貫
し
た
流
れ
が
あ
る
と
い
う
の
が
著
者
の
根
本
的
な
認
識
と
な
っ
て
い

る
。

二

　
ま
ず
、
著
者
は
、
本
書
を
第
二
次
大
戦
の
終
了
時
か
ら
で
は
な
く
．
フ

ラ
ソ
ス
の
解
放
か
ら
始
め
る
点
を
強
調
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
戦
後
の
フ

ラ
ン
ス
政
治
に
多
大
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
ド
・
ゴ
ー
ル
将
軍
が
、

戦
中
に
臨
時
政
府
を
樹
立
し
、
す
で
に
戦
後
の
対
外
政
策
の
方
向
性
を
定

め
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
の
題
名
を
「
外
交
政
策
」

で
は
な
く
「
対
外
政
策
」
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
植
民
地
問
題
や
E
C

内
の
西
欧
諸
国
と
の
関
係
が
伝
統
的
な
意
味
で
の
国
家
対
国
家
の
関
係
す

な
わ
ち
「
外
交
」
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
「
外
交
」
と
い
う
言
葉
に
は

対
内
問
題
を
排
除
す
る
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
、
内
外
政
策
が
密
接

に
絡
ん
で
い
る
現
代
に
お
い
て
は
適
当
な
表
現
で
は
な
い
こ
と
を
そ
の
理

由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　
第
一
章
で
は
、
解
放
直
後
の
フ
ラ
ン
ス
の
内
外
関
係
が
取
り
扱
わ
れ
る
。

ヴ
ィ
シ
ー
政
権
に
代
っ
て
ド
・
ゴ
ー
ル
が
正
統
政
権
の
地
位
を
得
、
ソ
連

と
の
同
盟
に
よ
り
対
内
的
に
は
共
産
党
と
の
協
力
体
制
を
確
立
し
、
対
外

的
に
は
米
国
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
立
場
を
強
め
、
国
連
の
常
任
理
事
国
、

占
領
ド
イ
ッ
の
共
同
管
理
国
と
な
り
、
次
第
に
戦
勝
国
と
し
て
の
地
位
を

確
保
す
る
過
程
が
述
べ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
対
外
政
策
を
中
心
課
題
と
す

る
ド
・
ゴ
ー
ル
は
、
国
内
問
題
を
優
先
さ
せ
る
党
と
対
立
し
て
辞
任
す
る
。

ま
た
、
第
四
共
和
制
憲
法
下
の
海
外
領
土
政
策
は
、
連
邦
主
義
と
同
化
政

策
が
混
在
し
た
矛
盾
の
多
い
も
の
で
あ
り
、
早
く
も
四
七
年
に
は
仏
連
合

は
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。

　
第
二
章
、
第
三
章
で
は
、
四
七
年
か
ら
五
三
年
ま
で
を
取
り
上
げ
、
冷

戦
が
フ
ラ
γ
ス
の
対
外
政
策
に
大
ぎ
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
強
調
さ
れ

る
．
当
時
フ
ラ
ン
ス
は
、
ド
イ
ッ
の
恐
怖
と
ソ
連
の
脅
威
と
い
う
二
重
の

問
題
に
直
面
し
て
い
た
が
、
共
産
党
を
閣
外
に
追
い
出
し
て
マ
ー
シ
ャ

ル
・
プ
ラ
ン
の
受
入
れ
を
実
現
し
、
N
A
T
O
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
ソ
連
の
脅
威
に
対
処
す
る
一
方
、
ド
イ
ッ
を
含
め
た
統
一
欧
州
を
求
め

る
声
を
背
景
に
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
を
提
案
し
て
E
C
S
C
を
設
立
し
、

「
主
権
国
家
ド
イ
ッ
」
の
恐
怖
を
取
り
除
く
こ
と
に
成
功
す
る
。
ま
た
、

朝
鮮
戦
争
を
契
機
に
登
場
し
た
西
ド
イ
ッ
再
軍
備
問
題
に
対
し
て
は
、
プ

レ
バ
ン
・
プ
ラ
ン
に
よ
り
欧
州
軍
の
設
立
を
提
案
す
る
が
、
イ
γ
ド
シ
ナ

戦
争
に
気
を
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
デ
タ
ン
ト
気
運
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
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り
、
フ
ラ
ソ
ス
自
身
が
同
案
を
拒
否
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
．
海
外
領

土
問
題
で
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
モ
・
ッ
コ
の
危
機
及
び
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争

の
激
化
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
章
で
は
、
五
四
年
七
月
に
登
場
し
た
マ
ン
デ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
政
権

を
第
四
共
和
制
の
中
で
の
特
別
な
時
期
と
位
置
付
け
て
い
る
．
七
年
半
に

及
ん
だ
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
を
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
合
意
で
解
決
し
た
マ
ン
デ

ス
・
フ
ラ
ン
ス
は
自
ら
の
威
信
を
高
め
た
が
、
共
産
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
同
一
視
す
る
多
く
の
軍
将
校
の
不
満
を
残
し
、
そ
れ
が
後
に
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
問
題
で
の
軍
隊
の
反
乱
に
つ
な
が
っ
た
と
す
る
点
は
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
．
ま
た
、
マ
ン
デ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
は
国
内
経
済
の
再
建
を

重
視
し
て
、
E
D
C
問
題
を
二
義
的
な
も
の
と
考
え
、
そ
れ
が
国
民
議
会

の
E
D
C
拒
否
を
誘
発
す
る
が
、
パ
リ
協
定
で
西
ド
イ
ッ
の
N
A
T
O
加

盟
を
承
認
し
、
ド
イ
ッ
問
題
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
に
成
功
す
る
。
し
か

し
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
を
め
ぐ
る
国
内
対
立
は
マ
ン
デ
ス
・
フ
ラ
ン
ス

を
も
っ
て
し
て
も
解
決
で
き
ず
、
結
局
辞
任
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
が

述
べ
ら
れ
る
．

　
第
五
章
で
は
、
第
四
共
和
制
末
期
の
対
外
政
策
が
描
か
れ
る
。
欧
州
問

題
で
は
、
モ
レ
、
ピ
ノ
ー
、
モ
ネ
ら
が
中
心
と
な
っ
て
E
E
C
及
び
ユ
ー

ラ
ト
ム
の
設
立
に
貢
献
す
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
主
た
る
関
心
は
南
、
す
な

わ
ち
ア
フ
リ
カ
に
向
い
て
い
た
と
し
、
モ
ロ
ヅ
コ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
独
立
の

過
程
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
．
ま
た
、
ス
エ
ズ
ヘ
の
出
兵
の
背
景
に
は
、
・
・
ユ

γ
ヘ
ン
会
談
の
失
敗
と
い
う
苦
い
経
験
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

更
に
、
米
国
の
核
の
傘
に
対
す
る
不
信
と
フ
ラ
ン
ス
の
威
信
か
ら
、
こ
の

時
期
に
原
爆
所
有
の
決
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
独
自
核
路

線
を
考
え
る
上
で
見
逃
せ
な
い
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
四
共
和
制
の
始

ま
り
の
時
に
は
米
・
英
・
ソ
が
友
人
で
あ
り
、
ド
イ
ッ
が
敵
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
末
期
に
は
、
ソ
連
が
敵
と
な
り
、
米
・
英
は
余
り
親
し
く
な
い
友
人

で
あ
り
、
逆
に
ド
イ
ッ
の
み
が
フ
ラ
ン
ス
の
唯
一
の
友
人
と
な
っ
て
い
た

と
い
う
国
際
環
境
の
変
化
が
フ
ラ
ン
ス
の
対
外
政
策
を
規
定
し
て
い
た
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
第
六
章
、
第
七
章
で
は
、
第
五
共
和
制
に
移
行
し
た
ド
・
ゴ
ー
ル
政
権

下
の
対
外
政
策
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
五
八
年
は
、
政
治
機
構
上
解

放
以
来
の
大
き
な
分
岐
点
で
あ
り
、
対
外
政
策
面
で
も
、
権
限
が
大
統
領

一
人
に
集
中
し
、
議
会
の
役
割
が
憲
法
上
縮
少
さ
れ
た
こ
と
は
一
大
変
革

で
あ
っ
た
。
更
に
、
ド
・
ゴ
ー
ル
に
と
り
、
対
外
政
策
は
「
世
界
の
中
で

国
家
が
保
持
す
る
最
高
の
政
治
価
値
」
で
あ
り
、
国
内
政
策
は
す
べ
て
対

外
政
策
の
た
め
の
手
段
と
見
な
さ
れ
る
な
ど
、
第
四
共
和
制
の
内
政
優
先

か
ら
対
外
政
策
重
視
型
へ
と
政
策
が
変
化
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
．
し

か
し
、
ス
タ
イ
ル
、
哲
学
は
変
化
し
て
も
、
ド
・
ゴ
ー
ル
の
対
外
政
策
の

内
容
は
第
四
共
和
制
の
時
か
ら
本
質
的
に
は
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。

　
ド
・
ゴ
ー
ル
が
第
四
共
和
制
か
ら
受
け
継
い
だ
負
の
対
外
問
題
は
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
戦
争
で
あ
っ
た
が
、
彼
が
同
問
題
を
世
界
の
中
で
の
フ
ラ
ン
ス

の
地
位
確
保
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
判
断
し
、
国
内
の
反
対
分
子
を
上
手
く

抑
え
て
こ
れ
を
処
理
す
る
過
程
が
描
か
れ
る
。
ま
た
他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国

に
対
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
共
同
体
を
創
設
し
、
そ
れ
ま
で
の
支
配
ー
従
属
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関
係
を
協
調
関
係
へ
と
転
化
し
、
そ
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
の
野
心
を
維
持
し

よ
う
と
し
た
と
す
る
。

　
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
を
解
決
し
て
戦
後
の
植
民
地
問
題
か
ら
抜
け
出
し
、

フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
得
た
ド
・
ゴ
ー
ル
は
、
世
界
の
中
で
の
フ
ラ
ン
ス
の
地

位
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
対
外
政
策
を
展
開
す
る
．
欧
州
内
で
は
、

独
仏
条
約
調
印
、
農
業
共
同
市
場
の
進
展
、
フ
ー
シ
ェ
・
プ
ラ
ン
、
六
五

年
の
危
機
、
英
国
の
E
E
C
加
盟
拒
否
等
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
立
場
を

強
化
し
よ
う
と
試
み
た
。
ま
た
、
独
自
核
を
保
有
し
て
N
A
T
O
の
軍
事

機
構
か
ら
離
脱
し
た
こ
と
は
、
西
側
の
中
で
も
独
立
し
た
対
外
政
策
を
指

向
し
た
結
果
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
対
ソ
関
係
を
改
善
す
る
一
方
、
ケ
ベ

ッ
ク
問
題
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
六
日
戦
争
等
で
米
国
と
は
異
な
る
見
解
を

表
明
し
、
経
済
面
で
も
米
の
対
仏
資
本
投
資
を
警
戒
す
る
な
ど
、
対
米
対

立
が
目
立
っ
た
が
、
こ
れ
も
世
界
の
中
で
の
フ
ラ
ン
ス
を
印
象
付
け
る
た

め
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
．
と
は
言
え
、
全
体
と
し
て
、
ド
・
ゴ
ー
ル
の

対
外
政
策
は
、
N
A
T
O
の
離
脱
を
除
い
て
、
大
き
な
野
心
の
割
に
は
成

功
し
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
第
八
章
で
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
退
陣
後
大
統
領
に
就
任
し
た
実
務
型
の
ポ

ソ
ピ
ド
ー
政
権
の
対
外
政
策
を
概
観
し
て
い
る
。
同
大
統
領
の
在
任
期
間

中
は
、
国
際
通
貨
危
機
、
第
四
次
中
東
戦
争
と
い
っ
た
世
界
的
動
乱
の
時

代
で
あ
っ
た
。
銀
行
家
出
身
の
彼
は
、
通
貨
問
題
を
自
国
の
繁
栄
維
持
の

た
め
の
最
重
要
課
題
と
考
え
、
就
任
直
後
に
フ
ラ
ン
切
下
げ
を
実
施
す
る

一
方
、
ニ
ク
ソ
ン
・
ラ
ウ
ン
ド
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
．
対
米
関
係
は

概
し
て
平
穏
で
あ
る
反
面
難
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
特
に
第
四
次
中
東
戦

争
に
伴
う
石
油
危
機
で
、
伝
統
的
に
ア
ラ
ブ
支
持
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
を
支
援
す
る
ア
メ
リ
カ
と
徹
底
的
に
対
立
し
、
E
C
内
部
で
も
孤

立
す
る
な
ど
厳
し
い
局
面
を
迎
え
た
。
ポ
ン
ピ
ド
ー
は
欧
州
政
策
を
優
先

し
た
が
、
そ
れ
は
五
〇
年
代
の
統
合
精
神
の
復
活
を
目
指
す
の
で
は
な
く
．

よ
り
現
実
的
な
E
C
の
完
成
、
強
化
、
拡
大
が
そ
の
目
標
と
さ
れ
た
。
英

国
の
E
C
加
盟
を
承
認
し
た
背
景
に
は
、
経
済
的
に
強
力
な
ラ
イ
バ
ル
に

成
長
し
た
西
ド
イ
ッ
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
が
ブ
ラ
ン
ト
の

東
方
外
交
を
不
信
の
目
で
見
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
．

　
第
九
章
は
、
三
人
目
の
大
統
領
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
政
権
七
年
間

の
対
外
政
策
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
ジ
ス
カ
ー
ル
は
、
基
本
的
に
中
道
、

リ
ベ
ラ
ル
、
そ
し
て
ヨ
ー
・
ッ
パ
的
な
人
物
で
あ
り
、
そ
の
対
外
政
策
ス

タ
イ
ル
は
、
衝
突
を
避
け
、
敵
を
作
ら
な
い
い
わ
ゆ
る
「
全
方
位
外
交
」
，

で
あ
る
と
同
時
に
、
ポ
ン
ピ
ド
ー
と
比
べ
て
謙
虚
さ
を
欠
く
頑
固
な
側
面

が
あ
っ
た
と
い
う
。
第
三
世
界
、
特
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
関
係
が
重
視

さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
み
が
第
三
世
界
へ
の
窓
口
で
あ
る
か
の
如
く
振
舞
お

う
と
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
西
側
の
中
で
は
、
先
進
国
首
脳
会
談
を

提
唱
し
て
経
済
問
題
解
決
に
貢
献
し
、
E
C
内
で
は
、
欧
州
通
貨
制
度
、

南
へ
の
拡
大
、
欧
州
議
会
の
直
接
普
通
選
挙
な
ど
を
実
現
さ
せ
た
。
防
衛

問
題
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
核
の
使
用
範
囲
を
本
国
の
防
衛
か
ら
西
欧
の
防

衛
に
拡
大
す
る
発
言
を
行
っ
た
。
対
ソ
関
係
に
お
い
て
は
、
イ
デ
オ
・
ギ

i
、
経
済
問
題
を
外
交
と
区
別
し
て
、
時
の
カ
ー
タ
i
米
大
統
領
の
対
ソ

政
策
に
反
対
し
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
も
静
観
、
モ
ス
ク
ワ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
参
加
す
る
等
独
自
の
対
応
を
行
い
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
化
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だ
と
い
う
国
内
批
判
も
浴
び
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
〇
章
で
は
、
八
一
年
に
大
統
領
に
就
任
し
た
社
会
党
の
、
ミ
ッ
テ
ラ

ン
現
政
権
の
八
四
年
前
半
ま
で
の
対
外
政
策
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

共
産
党
の
入
閣
は
、
西
側
諸
国
の
懸
念
と
は
反
対
に
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党

が
親
大
西
洋
同
盟
、
反
ソ
政
策
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
、
・
・

ッ
テ
ラ
ン
に
と
っ
て
対
ソ
関
係
の
維
持
の
方
が
難
問
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ

れ
る
。
社
会
党
政
権
に
変
っ
て
も
、
そ
の
主
要
対
外
政
策
は
継
続
さ
れ
て

お
り
、
中
東
問
題
で
も
、
対
イ
ス
ラ
エ
ル
関
係
が
多
少
改
善
さ
れ
た
も
の

の
、
フ
ラ
ン
ス
の
立
場
は
西
側
の
中
で
依
然
と
し
て
独
自
の
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
防
衛
面
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
核
抑
止
の
範
囲
を
本
国
に
限
る
も

の
と
し
て
ジ
ス
カ
ー
ル
よ
り
一
歩
後
退
し
．
対
ソ
防
衛
で
は
米
国
に
あ
る

程
度
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
．
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
に
と

り
、
経
済
問
題
が
国
全
体
の
課
題
で
あ
り
．
対
外
政
策
も
経
済
的
要
因
に

か
な
り
拘
束
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
．
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
過
去
に
お
い

て
そ
れ
程
熱
心
な
欧
州
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
が
、
E
C
の
更
な
る
発
展

に
は
意
欲
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
最
後
の
結
論
で
は
、
戦
後
四
〇
年
の
間
に
世
界
状
勢
も
フ
ラ
ン
ス
も
変

化
し
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
は
、
四
七
年
ー
四
九
年
の
冷
戦
の
激
化
、

六
二
年
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
終
結
、
七
一
年
－
七
三
年
の
国
際
通
貨

・
経
済
危
機
の
始
ま
り
が
、
そ
の
対
外
政
策
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
の
大
き
な
流
れ
、
そ

し
て
フ
ラ
ン
ス
の
対
外
政
策
に
は
明
白
な
継
続
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。
フ
ラ
ン
ス
の
対
外
政
策
は
、
単
に
他
国
と
の
関
係
を
管
理
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
栄
光
あ
る
過
去
を
背
景
に
、
世
界
の
中
で
の
フ
ラ
ン
ス

の
地
位
を
確
保
し
、
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

三

　
以
上
、
極
く
簡
単
に
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
本
書
は
フ
ラ

ン
ス
の
対
外
政
策
の
緻
密
な
理
論
分
析
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
，

戦
後
の
世
界
政
治
の
中
に
フ
ラ
ン
ス
が
え
が
い
た
軌
跡
を
振
り
返
り
、
世

界
の
中
で
の
フ
ラ
ン
ス
が
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
存
在
で
あ
る
か
を
問
う

問
題
提
起
的
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ド
ラ
マ
と
言
っ
て
良
い
．
自
ら
が

「
中
級
国
家
」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、
米
ソ
ニ
超
大
国
間
の
狭
間

の
中
で
、
過
去
の
栄
光
か
ら
受
げ
継
い
だ
偉
大
な
使
命
を
今
だ
に
追
求
し
，

西
側
の
一
員
で
あ
り
な
が
ら
．
米
国
と
は
一
線
を
画
し
て
東
に
南
に
と
奔

走
す
る
フ
ラ
ン
ス
．
著
者
が
提
示
す
る
そ
の
構
図
は
多
く
の
示
唆
に
富
ん

で
い
る
．
感
嘆
符
、
疑
問
符
を
多
用
し
て
、
著
者
は
読
者
に
語
り
か
け
、

歴
史
事
実
に
つ
い
て
多
様
な
解
釈
を
示
す
．
そ
の
中
か
ら
結
論
を
導
き
出

す
の
は
読
者
の
仕
事
な
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
生
、
知
識
層
を
対
象
と
し
て
書
か
れ
た
も
の

で
あ
り
、
読
者
に
フ
ラ
ン
ス
的
教
養
が
あ
る
こ
と
が
暗
黙
の
前
提
と
な
っ

て
い
る
．
従
っ
て
、
外
国
人
に
と
っ
と
は
、
歴
史
的
比
喩
な
ど
多
少
理
解

に
苦
し
む
箇
所
が
あ
る
反
面
．
戦
後
の
国
際
政
治
に
つ
い
て
周
知
の
事
実

を
改
め
て
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
々
気
に
な
る
．
ま
た
、
個
々
の
歴

史
的
記
述
は
、
す
で
に
多
く
の
識
者
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
お
り
、
新
し
い

発
見
に
は
乏
し
い
。
し
か
し
、
大
き
な
歴
史
の
流
れ
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
の
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対
外
行
動
を
位
置
付
け
、
そ
の
存
在
意
義
を
問
う
て
い
る
点
で
、
本
書
は

価
値
の
あ
る
研
究
で
あ
り
、
戦
後
フ
ラ
ン
ス
の
対
外
政
策
を
初
め
て
抱
括

的
に
取
り
扱
っ
た
書
と
し
て
、
一
般
人
の
み
な
ら
ず
、
専
門
家
に
と
っ
て

も
一
読
に
値
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
．

　
ま
た
、
同
じ
「
中
級
国
家
」
に
住
む
日
本
人
に
と
っ
て
、
歴
史
的
背
景
，

国
際
環
境
、
国
内
事
情
が
か
な
り
異
な
る
と
は
言
え
、
フ
ラ
ン
ス
の
対
外

政
策
が
日
本
の
そ
れ
と
対
照
的
で
あ
る
点
は
非
常
に
興
味
深
い
。
フ
ラ
ン

ス
を
見
習
う
必
要
は
全
く
な
い
が
、
今
後
の
日
本
外
交
を
考
え
る
上
で
も

本
書
は
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
久
保
　
康
之
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